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活動銀河核からの相対論的ジェットは周辺物質に衝突することにより熱エネルギーで膨張するコクーン構造を
作ることが知られている。コクーンの内部は衝撃波を通過したジェット物質で満たされており、外部は衝撃波を
通過した周辺物質の薄いシェルで覆われている。近年のX線観測の進展に伴い一部の電波銀河については実際に
コクーンとシェルの構造が空間的に解像できるようになってきている。
理論面でのコクーンやシェルの先行研究の大半は放射冷却の影響を考えず、断熱膨張の仮定の元で行われてき
た。しかし、周辺物質の分布によっては進化のある段階では放射冷却の影響が構造や進化に影響することが理論
的に予想される。実際に活動銀河核ジェットの周辺物質は個々の天体によって大きく異なるので、天体ごとに様々
な進化の系列をたどることが予測される。そこで本研究ではコクーンの膨張を一次元に近似することによって、
放射の影響を考慮したコクーンとシェルの詳細な進化を解析的に調べた。本講演では、これらの結果の観測への
示唆も議論する。


